
試作した命網の安全性について

§1. まえがき り，作業者及び枝網に与える樹撃荷重を減ずる効果があ

高所或は急斜面における竹業には命網が必要である。 、 る。

従来使用されているのは 1本の織維索を高所の上部より 作業者は爺幣として巾の広い幣をし，これに枝綱取付

~Fげ，この索を直接腰に巻きつけるものと，ベルトを作 用金環を装備して，枝綱の下端のフックを着脱するのに

業者が腰に締めて，これに繊維索を取付けるようにした 簡箪で安全なものとする。

いずれも簡阜な方法のものである。特に詢者は使用する §3.'枝綱に使用した繊維ロープ

場合作業者に苦痛を与えるので感心できるものではな l. L. 0の産業安全模範規程 第232條3項に「命網は

い 又同者共に命網の長さだけしか下方え行けないこと 良質のマニラロープ又はこれと同等の強度を有する材料

及び命綱を余り長くしておいて行動の自由がきき過ぎる で作り，且つ少くとも 1150k5の最大破断強度を有する

時は墜浴した場合に慇浴距翡が大きくてそれによつて作 ものでなければならない」とある。

業者がまいつてしまうことなどの欠点がある。これらの 市場品を試験した結果 12mmrp と公稲されているマ

ことを是正して，竹業者の移動にも使利なものを作るの ニラロープがこれに近いものであったのでこれを用いる

が目的で以下述べるようなものを試作した。 ことにした。この破断張度と伸率との試験を示すと次の

§2. 命綱の構成 通りである。
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第1図に示すよ (1)伸率の測定

うに主網を作業面

の．いから下まで屈

く長さのものを作

業面の上部に固定

する。竹業が幾日

も続く場合例えば

土木工事の士石の

切取作業などでは

主綱に鋼索を使用

して，岩石に摺れ

ても磨耗に耐え作

>)業が終了するまで

そのまま放置でき

るようにする。こ

の主綱に特殊なテ

ークルで枝綱を取

付け文枝綱の長さ

は2米位にする。
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こうすると主綱の｀ ついで測定した。
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左右最大2米位迄行動の自由が得られることになる。上 (2)引張力と伸率との関係

試験機はアムス

ラー型4屯木材試

験模を使用した。

荷重の各段階にお

ける伸率を詳しく

出すために第2図

に示すような工夫

をした。引張力が

加うるに従つて，

スケールは上方に

移動し，スケール

ガイドの下端にお

いて 1粍苺の目盛

を院み，その時の

荷雷を記録した。

試験ロープの標

点距離lは230粍

に一定し， 31本に

下方向に対してはこのテークルを主綱の息う位置に固足 第 3図は引張力と伸率の関係を示すものであるがその

することによっ百自由に高さか調節できるようにし，そ 各の値は上記の 31回の試験から得た数値の平均値であ

釘操作は簡州に作業者自身でできるようにする。テーク る。

ルは下方え出張られても主網に泊つていくらかはずり溶 作業者が落下した場合作業者の体事が衝撃）Jとなつて

るが無際限には滑り落ちない。このことは落下体に生ず 枝網に作用するのであるが，こむ値としてはかなり大き

る運動のエネルギーが枝網の扉性により吸牧されるばか なものが予想されるので枝網のバネ常数は 500,......,lOOOk.~ 

りでなくテークルのずれによつても吸牧されることにな の間のマニラロプの伸率を引張力との関係より求めるの
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一ほ重憎

が妥当であるので最小自乖法を用いて次のように求め

た。

公稲12粍，径 標点距随230粍のマニラロープの

伸とその時の荷重。

伸 ~mm 荷重 Pk5 62 P2 

27 504.6 729 255,000 

28 540.0 784 291,600 

29 577. 1 841. 332, 90_0 

30 614;8 900 378.200 

31 661. 8 961 438,200 

32 708.9 1024 502,700 

33 75~.9 1089 567,000 

34 807. 8 1156 652,900 

35 859.0 1225 737,900 

36 926.0 1296 857,500 

10,005 5013,900 
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荷重対伸の最確値は

（軍— 細寧~~2 =/  10005-=i2. 38kg/mm 

故に枝綱として使用する長さ 2米に対しては

230 
22. 38 X 声 2.57kg/mm 

この値は命綱に衝撃荷璽がかかつた時の枝綱のバネ常

数である。

(3)破断強度

試倹片31本より得だ破断強度の平均値は 1085kgで，

これらの値は 970kgより 1210kgの間にあり， その標

準偏差は 53kgで比較的均質なロープであると云える。

§4. デークル

(l)設計

第4図に示すものは主綱として12粍径鋼索用のものを

示す。

フックの危険断正における破壊弧度は 1392kg

(2)製作

部品全音［軟銅であり，フツクは12粍厚の軟鋼板より切

取ったものである。板の折り曲げは50屯，アムスラー型

万能試験機により冷間で折り曲げ加工をした。

§5. 命綱の衝繋荷重試験

当研究所の研究室北側の壁面を利用して吏際に洒い衝

撃荷重試験を行つた。荷璽は 70kgの土嚢を用い，枝綱

としては前述の径，及び長さのもの，テークルも設計図

のものを使用した。

主網の上部支点は 3階墜上の柱形に形鋼を加工して取

付け，これにフックを備え，主網の 12mmrp鋼索を所定

のジンプルスプライスにして，フックニ引掛けた。

衝撃荷重試験の結果は第1表の通りである。

第 1表 衝撃荷重試験拮果

h cm , S cm [ I cm 

50 24 92 I 

100 54 163 

150 97 257 

表中の h~ま荷重を静止の位置より持上げた高さ， Sは

テークルの降下距階及び lは荷重の全落下距雄を示す。

テークルは軟鋼製であるので何回も迎続して落下試験

を行うとフツク側より主綱の鋼索を抑えている溝が磨耗

してくること。一度テークルがずり落ちると通り過ぎた

鋼索が撚りに変化を残したりして，通りにくくなつて，

巌密な試験でなくなるので， h= 200cm, 250cm, 及び

300cmに対しては｝り似式を作つて当てはめることにした

Sとh及び lとh との関係の近似式は最小二乖法に

(2l) 



よつて次のようになった。

S =0. 3648+0. 001863h2 (cm)……(1) 
1 =1. 7h (cm)・・・.. ,(2) 

§6. テークルの降下により費される睾擦エネルギー

テークルが衝撃を受けて，ずり落ちることにより，衝

撃力をかなり減ずることは訓にも述べたが， この効果を

調べるために，デークルの降下による摩擦エネルギーを

測定した。測定方法は前記の衝撃荷璽試験の方法と殆ん

ど同じ要領であつたが，唯士嚢とテー＇クルのフックとは

直結した。このことにより，土嚢の降下による位置のエ

ネルギーの差は総て摩擦エネルギーに変ると考えてよい

ことになる。従つて摩擦エネルキ:-_ Efは

Ef=W・lo=CSの函数）

但し W は土嚢の重量

l。は士嚢の全落下距離

S はテークルの降下距離

次の第2表は前記方法による測定の実測値である。

第2表摩擦エネルギー測定試験

S cm 

32 

132 

232 

I I。cm

83 

236 

391 I 

上の測定より S>232cmに対する I。を出すため，

上の測定の結果を最小二乖法により，次の近似式に樅換

えた。，

10=33. 4+1. 54S (cm) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(3)

§7, 枝綱に孟ずる応力

12耗径長さ 2米のマニラロ,-.プ枝網に生ずる衝撃力を

推定してみる。この場合枝網を)ミ｀ネ常数Cなる弾i'生体と

考え，荷重が落下することによつて生ずる位置のエネル

ギーの差が枝綱の弾性エネルギーと，デークルの摩擦エ

ネルギーに変化すると考え次の式を得る。

C C 
W (l+ll) = ll2 十Ef=~ll2 十WI 。

2 2 

絃に W は荷重

C は枝網のパネ常数

1 は荷重の全落下距離

l。はテークルの摩擦エネルギーに関係す

る値で (3)式で示される。

この式より衝撃力Iを求めると次のようになる。

J=C• ll=~+/w2 + 2CW(l-l。)(kg)…(4) 

W=70kg, C=27. 5kg/cm, h=50'""300cmを用いて(1)

(2) (3)式より S,I, I。を求め， (4)式に代入すれば

次の第3表を得る。

第 3 表

h cm ‘’ 50 I 100 I I I 
1so・I 200 

I kg If 320 I s10 I 580 I 610 

hは云う迄もなく荷重が落下して枝綱に衝繋力が加わる

齢間迄の落下距離を指す。

この計尊方法で hが 200cm を越えるときを計算す

ると，衝繋力はかえつて減少の傾向となる。これは近似

式 (1)(2)及び (3)が h=250~300cm に対して当て

はまつていないことが原因であろう。

テ,.,..クルの効果を検討するために，枝綱の上部支点が

完全に固定された場合を考えてみよう。 (4)式において

1。=0及び l=h と置くことによつて枝綱に生ずる衝撃

による応力が求められ，次の第4表を得る。
第 4 表

h cm f / 50 f 100 I 150 I 200 

I kg :1 500 670 I 810 920 

§8. むすび

1本のマニラロープを上部より下げて，これを命綱と

した時は，命綱が長いから，バネ常数はそれだけ小にな

る。即ち伸び易くなつて衝撃荷 を吸牧し易くなるから

長ければ長いだけ有利である。而しバネ常数Cの変化だ

けであるから第4表の 7割位の衝撃荷重となる。一方第

3表のテークルを使用した場合は， これよりも少しでは

あるが衝撃荷重は尚小である。

以上によりテークルを使用すれば落下距雛を調整でき

て落下によつて竹業者がまいつてしまわないようにでき

る上に，衝撃荷重も充分吸牧できることが明かになっ

た。（担当者斎藤次郎・荒井喜久男）
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